
大

陸
（
北

支
）

山
東
省
徳
県
部
隊
の
勤
務
に
つ
い
て

山
梨
県

椚

隆

一

私
は
山
梨
県
東
八
郡
右
左
口
村
（
甲
府
市
）
中
畑
に
お

い
て
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
十
二
月
二
十
二
日
出
生
、

学
歴
は
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
三
月
、
甲
府
簿
記
学

校
専
修
科
を
卒
業
し
ま
し
た
。

昭
和
十
八
年
壮
丁
検
査
を
受
け
第
一
乙
種
合
格
、
兵
役

は
昭
和
十
九
年
十
二
月
一
日
、
東
部
第
六
十
三
部
隊
に
、

北
支
派
遣
「
衣
第
三
〇
四
一
部
隊
」
要
員
と
し
て
入
営
し

ま
し
た
。
数
日
し
て
甲
府
駅
で
乗
車
、
下
関
―
釜
山
―
山

海
関
―
徳
県
（
山
東
省
）
に
到
着
、
昭
和
十
九
年
十
二
月

二
十
日
か
ら
三
カ
月
初
年
兵
教
育
が
山
東
省
臨
邑
県
で
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
教
育
終
了
後
、
引
き
続
い
て
昭
和
二
十
年
四
月
か

ら
三
カ
月
、
済
南
駐
屯
第
四
十
三
軍
羽
山
隊
で
無
線
の
教

育
を
受
け
、
終
了
と
同
時
に
徳
県
の
原
隊
「
至
剛
第
一
五

七
〇
七
部
隊
」
に
復
帰
、
そ
の
後
、
山
東
省
温
県
で
共
産

八
路
軍
の
討
伐
に
参
加
し
ま
し
た
。
部
隊
長
は
矢
崎
太
郎

大
尉
で
し
た
。

昭
和
二
十
年
四
月
、
至
剛
第
一
五
七
〇
七
部
隊
が
編
成

さ
れ
、
同
年
八
月
十
五
日
終
戦
と
な
り
、
昭
和
二
十
一
年

一
月
一
日
、
徳
県
の
撤
収
の
お
お
む
ね
十
カ
月
間
、
津
浦

沿
線
の
広
範
囲
に
わ
た
る
治
安
警
備
の
た
め
、
四
六
時
中

八
路
軍
と
の
対
峙
や
、
な
か
ん
ず
く
恩
県
に
お
い
て
は
、

布
施
隊
主
力
が
、
桑
梓
店
に
お
い
て
は
税
所
隊
分
駐
隊
が
、

ま
た
稜
県
、
平
原
に
お
い
て
も
警
備
隊
本
部
が
敵
八
路
軍
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の
大
部
隊
の
襲
撃
を
受
け
る
な
ど
、
最
悪
の
状
態
下
に
あ

り
、
そ
の
救
援
作
戦
行
動
も
意
の
ご
と
く
な
ら
ず
、
部
隊

の
人
員
、
兵
器
の
損
耗
も
目
立
っ
て
深
刻
と
な
る
。

特
に
済
南
に
お
い
て
武
装
解
除
後
は
丸
腰
の
行
軍
で
、

そ
れ
に
大
勢
の
現
地
引
き
揚
げ
邦
人
を
同
行
し
て
お
り
、

途
中
青
島
を
目
前
に
し
て
高
密
部
落
で
の
保
安
隊
の
暴
行

や
略
奪
行
為
は
眼
に
余
る
も
の
あ
り
て
、
敗
戦
の
現
実
を

い
や
と
言
う
ほ
ど
知
ら
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
私
は
私
人
と
し
て
行
動
し
た
こ
と
は

僅
少
で
、
い
つ
も
隊
の
一
員
で
あ
つ
た
の
で
体
験
記
を
書

く
に
も
困
惑
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
所
属
隊
の

戦
闘
記
録
が
冊
子
と
な
っ
て
戦
後
配
布
さ
れ
た
も
の
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
て
記
す
こ
と
に
し
た
。

昭
和
二
十
年
十
月
十
一
日
、
中
国
側
接
収
部
隊
が
未
着

の
ま
ま
、
日
本
軍
の
武
装
を
解
除
し
た
こ
と
は
米
軍
の
越

権
行
為
で
あ
り
、
同
時
に
対
八
路
軍
戦
に
未
経
験
の
た
め

で
も
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
り
独
立
混
成
第
九
旅
団
地
区
の

治
安
が
一
時
混
乱
し
た
。

八
路
軍
は
天
津
ー
済
南
の
間
の
津
浦
線
を
各
所
で
遮
断

し
た
た
め
、
国
府
軍
の
北
支
、
満
州
進
駐
を
遅
延
さ
せ
る

要
因
と
な
っ
た
。
国
府
軍
の
主
力
は
中
南
支
西
方
に
あ
っ

た
の
で
、
日
本
軍
占
領
地
域
、
特
に
北
支
へ
の
進
駐
が
遅

れ
た
。
済
南
に
は
昭
和
二
十
年
十
一
月
ご
ろ
、
李
延
年
将

軍
の
み
が
空
路
進
駐
し
た
。

そ
れ
ま
で
の
間
、
日
本
軍
が
占
拠
地
域
に
あ
っ
て
、
治

安
の
維
持
に
任
じ
た
役
割
は
大
き
い
。
し
か
し
日
本
軍
が

国
共
相
克
の
渦
中
に
巻
き
込
ま
れ
、
八
路
軍
か
ら
の
武
装

解
除
を
拒
否
し
た
た
め
、
そ
の
攻
撃
を
受
け
、
損
害
を
出

し
た
部
隊
が
各
所
に
生
じ
た
。

も
と
も
と
受
降
主
管
は
戦
勝
国
の
国
軍
で
あ
る
か
ら
八

路
軍
に
は
そ
の
資
格
な
く
、
た
だ
日
本
軍
の
兵
器
、
弾
薬
、

馬
匹
、
車
両
、
通
信
機
材
な
ど
を
手
中
に
し
た
い
一
心
か

ら
の
行
動
で
容
認
さ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
。

馬
腰
務
拠
点
陣
地
の
戦
闘
は
昭
和
二
十
年
八
月
十
六
日
、

指
揮
者
川
上
軍
曹
ほ
か
二
十
七
人
、
八
月
十
五
日
ご
ろ
か

ら
陣
地
の
周
囲
に
八
百
〜
千
人
の
八
路
軍
が
包
囲
し
て
、

不
穏
の
形
勢
と
な
り
、
翌
十
六
日
朝
か
ら
総
攻
撃
を
受
け

た
が
、
四
百
メ
ー
ト
ル
に
接
近
後
は
歩
兵
火
器
の
み
で
応
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戦
し
、
敵
に
相
当
の
損
害
を
与
え
た
。
数
日
こ
の
抗
戦
が

続
い
た
が
陣
地
を
確
保
し
え
た
。

八
月
十
八
日
、
中
隊
主
力
の
出
動
に
よ
り
救
出
さ
れ
た
。

損
害
は
負
傷
一
人
で
あ
っ
た
。

八
路
軍
に
よ
る
武
装
解
除
要
求
事
件

昭
和
二
十
年
八
月
二
十
日
夕
刻
、
八
路
軍
の
便
衣
隊
の

軍
使
（
日
本
人
）
が
徳
県
警
備
隊
司
令
部
を
訪
問
、
兵
器

の
数
量
表
を
示
し
、
武
装
解
除
を
要
求
し
た
が
、
こ
れ
を

拒
否
し
た
。

鉄
道
修
理
隊
の
作
業
掩
護

津
浦
線
は
昭
和
二
十
年
九
月
ご
ろ
か
ら
八
路
軍
に
よ
り

破
壊
さ
れ
不
通
と
な
っ
て
い
た
。
在
徳
県
の
大
隊
主
力
は

同
年
十
月
以
降
、
数
次
に
わ
た
り
野
戦
鉄
道
第
六
中
隊
の

一
部
に
よ
る
徳
県
―
黄
河
崖
の
鉄
道
修
理
の
作
業
掩
護
に

出
動
し
た
が
、
夜
ご
と
の
破
壊
が
甚
大
の
た
め
、
不
成
功

に
終
わ
る
。

黄
河
崖
、
本
家
橋
拠
点
の
戦
闘

黄
河
崖
の
金
子
兵
長
以
下
十
六
人
は
優
勢
な
る
八
路
軍

の
攻
撃
を
受
け
壊
滅
、
本
家
橋
拠
点
は
、
交
戦
四
時
間
、

神
藤
少
尉
以
下
四
十
四
人
は
拠
点
を
離
脱
し
て
十
月
二
十

四
日
、
平
原
に
到
着
、
損
害
は
生
死
不
明
九
人
。

崔
家
坊
付
近
の
戦
闘

昭
和
二
十
年
十
月
二
十
七
日
、
独
立
歩
兵
第
四
十
六
大

隊
の
神
藤
少
尉
以
下
四
十
四
人
、
布
施
中
尉
以
下
三
十
五

人
は
、
第
百
三
十
一
連
隊
第
二
大
隊
長
（
乗
上
少
佐
）
の

指
揮
下
に
あ
つ
た
。

布
施
中
尉
は
少
佐
の
命
令
に
よ
り
神
藤
小
隊
を
原
拠
点

に
復
帰
支
援
の
た
め
、
指
揮
班
、
二
宮
小
隊
、
神
藤
小
隊
、

計
七
十
九
人
を
指
揮
し
、
十
月
二
十
七
日
午
前
一
時
三
十

分
、
平
原
を
出
発
し
、
六
時
三
十
分
に
は
頬
河
南
岸
に
到

達
し
、
橋
を
渡
っ
た
こ
ろ
、
八
路
軍
か
ら
「
降
伏
し
て
武

器
を
渡
す
よ
う
」
要
求
さ
れ
た
。

こ
れ
を
拒
否
し
て
戦
闘
と
な
り
、
交
戦
八
時
間
、
午
後

三
時
ご
ろ
に
弾
薬
消
耗
し
、
中
隊
長
は
薄
暮
に
い
た
る
ま

で
火
力
に
よ
る
持
久
戦
は
不
可
と
判
断
、
決
心
し
、
午
後

三
時
三
十
分
こ
ろ
、
残
る
弾
薬
で
集
中
射
撃
を
実
施
し
、

突
撃
を
敢
行
、
敵
の
重
囲
を
突
破
し
た
が
、
中
隊
長
以
下

多
数
の
戦
傷
者
、
生
死
不
明
者
を
出
し
た
。
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同
日
の
夜
に
な
っ
て
平
原
を
離
脱
し
得
た
の
は
、
川
上

軍
曹
以
下
七
人
、
負
傷
者
六
人
、
計
十
三
人
で
あ
っ
た
。

翌
朝
、
二
宮
少
尉
は
単
身
平
原
を
離
脱
し
た
。
損
害
は

戦
死
、
布
施
中
尉
以
下
十
五
人
、
負
傷
十
人
、
生
死
不
明

三
十
五
人
で
あ
っ
た
。

平
原
拠
点
の
潰
滅

独
立
警
備
歩
兵
第
四
十
六
大
隊
の
沢
本
少
尉
以
下
百
人

は
、
昭
和
二
十
年
十
月
二
十
七
日
、
平
原
―
禹
城
の
中
間

地
点
の
鉄
道
中
継
所
の
警
備
の
た
め
派
遣
さ
れ
て
い
た
が
、

同
夕
刻
、
本
部
か
ら
中
隊
長
以
下
の
悲
報
に
接
し
、
急
遽

復
帰
、
残
存
兵
力
百
人
を
も
っ
て
平
原
拠
点
の
任
務
を
継

承
し
た
。
そ
の
こ
ろ
、
平
原
県
城
を
守
備
し
て
い
た
国
府

軍
と
八
路
軍
が
戦
闘
を
し
た
が
、
国
府
軍
が
敗
走
、
同
夜
、

八
路
軍
に
占
拠
さ
れ
た
。

十
一
月
一
日
、
平
原
拠
点
に
八
路
軍
の
軍
使
数
人
（
日

本
人
解
放
連
盟
）
が
沢
本
少
尉
に
対
し
て
武
装
解
除
を
要

求
し
、
拒
否
す
れ
ば
攻
撃
す
る
旨
を
伝
達
し
て
き
た
。
沢

じ
ゃ
っ
き

本
少
尉
は
停
戦
後
の
局
地
的
な
自
衛
戦
闘
を
惹
起
し
た
場

合
、
圧
倒
的
多
数
の
八
路
軍
に
よ
り
玉
砕
す
る
は
必
然
で

あ
り
、
抗
命
覚
悟
で
、
兵
員
の
生
命
を
優
先
す
る
た
め
兵

器
引
渡
し
の
選
択
を
決
断
し
、
同
日
午
後
、
兵
器
の
引
渡

し
を
完
了
し
た
。

十
一
月
二
日
朝
、
禹
城
か
ら
北
上
し
た
歩
兵
第
百
三
十

一
連
隊
に
救
出
さ
れ
、
同
隊
に
配
属
の
ま
ま
、
昭
和
二
十

年
十
一
月
三
十
日
、
平
原
を
出
発
、
十
二
月
一
日
、
済
南

白
馬
山
集
結
地
に
収
容
さ
れ
た
。

下
士
官
以
下
全
員
は
第
四
十
三
軍
軍
法
会
議
に
出
席
、

昭
和
二
十
年
十
二
月
上
旬
か
ら
下
旬
の
間
に
取
調
べ
（
抗

命
、
通
敵
）
を
受
け
た
。

平
原
県
城
奪
回
戦
闘

昭
和
二
十
年
十
一
月
二
日
、
禹
城
に
い
た
税
所
中
尉
以

下
主
力
に
対
し
、
乗
上
少
佐
の
指
揮
下
に
入
る
「
重
作
命

四
号
」
が
発
令
さ
れ
、
十
一
月
二
日
平
城
奪
回
戦
闘
に
参

加
し
、
同
夕
、
県
城
奪
回
に
成
功
、
損
害
な
し
。

王
荘
付
近
の
戦
闘

昭
和
二
十
年
十
一
月
二
十
三
日
、
乗
上
少
佐
指
揮
の
兵

員
二
百
三
十
七
人
は
、
十
一
月
一
日
、
平
城
奪
回
後
同
地

を
警
備
し
て
い
た
。
乗
上
少
佐
は
禹
城
拠
点
か
ら
張
荘
站
、

４



林
荘
站
の
状
況
を
電
報
に
よ
り
承
知
し
、
十
一
月
二
十
三

日
早
朝
、
大
隊
長
以
下
二
百
三
十
七
人
は
平
原
県
城
を
出

発
し
、
張
荘
站
、
林
荘
站
の
救
援
並
び
に
状
況
調
査
の
た

め
出
発
し
た
。

十
一
月
二
十
三
日
十
時
こ
ろ
林
荘
站
付
近
に
い
た
八
路

軍
の
一
部
を
駆
逐
し
な
が
ら
張
荘
站
北
方
約
二
百
メ
ー
ト

ル
の
米
王
荘
に
進
出
し
た
が
、
敵
兵
力
は
過
大
で
あ
り
、

九
時
間
交
戦
し
て
包
囲
網
を
突
破
し
、
同
日
二
十
三
時
ご

ろ
、
状
況
不
明
の
ま
ま
む
な
し
く
平
原
県
城
を
離
脱
し
た
。

損
害
は
戦
死
二
人
。

禹
城
拠
点
の
失
陥

昭
和
二
十
年
十
一
月
二
十
三
日
、
王
荘
付
近
の
戦
闘
後
、

禹
城
拠
点
に
移
動
し
て
い
た
第
十
三
連
隊
第
二
大
隊
約
六

百
の
兵
士
は
、
十
二
月
二
十
九
日
以
降
、
優
勢
な
八
路
軍

（
魯
北
軍
区
第
一
旅
団
、
魯
南
軍
区
及
び
地
方
遊
撃
隊
）

約
一
万
の
包
囲
攻
撃
を
受
け
、
多
大
の
損
害
を
被
り
、
禹

城
拠
点
は
失
陥
し
た
。
ま
た
同
じ
こ
ろ
、
晏
城
拠
点
も
失

陥
し
た
。

以
上
の
状
況
に
よ
り
魯
北
地
区
の
日
本
軍
は
徳
県
拠
点

は
第
百
三
十
一
連
隊
と
独
立
警
備
隊
の
み
と
な
り
、
徳
県

―
済
南
間
の
守
備
兵
は
皆
無
と
な
っ
た
。
独
立
警
備
歩
兵

第
四
十
六
大
隊
の
損
耗
状
況
は
編
成
完
結
―
終
戦
ま
で
戦

死
十
一
人
、
生
死
不
明
一
人
、
停
戦
か
ら
復
員
ま
で
戦
死

十
四
人
、
生
死
不
明
六
十
七
人
で
あ
っ
た
。

停
戦
か
ら
復
員

独
立
警
備
第
九
旅
団
の
独
立
警
備
歩
兵
第
四
十
六
大
隊

地
域
に
お
い
て
、
停
戦
命
令
と
共
に
積
極
的
な
作
戦
行
動

は
停
止
、
黄
河
崖
、
平
原
、
禹
城
の
拠
点
に
収
縮
し
、
主

力
を
徳
県
に
集
結
し
た
の
で
あ
る
が
、
小
兵
力
（
中
隊
以

下
）
の
配
備
で
は
八
路
軍
の
積
極
的
な
攻
勢
に
対
し
抑
止

力
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
さ
ら
に
集
結
地
区
を
高
め
る

必
要
か
ら
独
立
警
備
第
九
旅
団
独
立
警
備
歩
兵
第
四
十
六

大
隊
は
全
兵
力
を
徳
県
に
集
結
、
同
四
十
五
大
隊
は
臨
清

か
ら
禹
城
に
集
結
、
同
四
十
四
大
隊
は
武
定
か
ら
平
原
に

集
結
、
昭
和
二
十
一
年
一
月
一
日
午
前
四
時
三
十
分
、
在

徳
県
部
隊
及
び
在
留
邦
人
の
一
部
（
大
部
は
乗
船
地
ま
で

の
距
離
の
関
係
か
ら
天
津
集
結
）
を
同
行
し
、
津
浦
線
西

側
地
区
を
行
軍
し
、
昭
和
二
十
一
年
一
月
五
日
に
、
済
南

５



経
由
白
馬
山
集
結
地
に
到
着
し
た
。

本
移
動
間
、
二
夜
に
わ
た
り
部
隊
を
尾
行
し
た
八
路
軍

の
軍
使
が
歩
哨
線
に
現
れ
部
隊
長
に
面
接
を
求
め
た
が
拒

否
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
一
月
三
日
、
天
候
曇
天
、
積
雪
三
セ
ン

チ
、
厳
寒
で
あ
っ
た
が
禹
城
付
近
に
お
い
て
所
在
の
八
路

軍
を
排
除
し
、
十
二
月
三
十
一
日
壊
滅
し
た
第
百
三
十
一

連
隊
第
二
大
隊
の
戦
死
者
の
遺
体
収
容
を
実
施
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
一
月
七
日
、
第
九
独
立
警
備
隊
司
令
部

を
訪
問
し
司
令
官
石
川
閣
下
に
大
隊
の
終
結
を
報
告
し
た
。

済
南
の
街
を
歩
く
と
「
歓
迎
山
東
省
主
席
何
恩
源
閣
下
」

「
歓
迎
司
令
李
延
年
閣
下
」
の
張
り
紙
が
目
立
ち
、
ま
た

米
軍
の
ジ
ー
プ
も
散
見
さ
れ
た
。
当
日
承
知
し
た
状
況
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一

国
府
軍
の
正
規
軍
は
未
着
で
あ
っ
た
が
、
国
府
軍

と
は
名
ば
か
り
膠
済
線
沿
線
の
奥
地
に
兵
力
を
秘
匿

し
、
温
存
し
て
い
た
。
張
景
月
、
徐
申
仲
に
率
い
ら

れ
た
雑
軍
五
〜
六
万
及
び
地
方
豪
族
、
揚
民
少
等
の

傍
系
の
雑
軍
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
日
本
軍
か
ら
警
備

地
区
を
引
き
継
い
だ
が
各
所
で
八
路
軍
か
ら
撃
破
さ

れ
て
い
た
。

二

八
路
軍
の
勢
力
は
黄
河
北
岸
ま
で
進
出
し
、
済
南

ま
で
約
四
キ
ロ
の
地
点
ま
で
迫
っ
て
き
て
、
日
本
軍

の
兵
器
、
弾
薬
を
奪
取
す
る
た
め
に
包
囲
し
て
い
た
。

米
軍
の
進
駐
状
況

済
南
に
第
九
方
面
軍
、
青
島

に
第
六
師
団
、
天
津
に
第
三
師
団
。

三

第
四
十
三
軍
管
区
内
の
復
員
第
一
梯
団
は
昭
和
二

十
年
十
二
月
二
十
五
日
、
武
装
の
ま
ま
済
南
を
出
発

し
た
が
、
途
中
八
路
軍
と
交
戦
、
負
傷
者
を
出
し
た

模
様
。

武
装
解
除

昭
和
二
十
一
年
一
月
十
八
日
、
大
隊
は
国
府
軍
よ
り
屈

辱
の
武
装
解
除
を
終
了
し
た
。
内
地
出
発
以
来
、
生
死
を

共
に
し
た
兵
器
、
馬
匹
と
決
別
し
、
感
慨
無
量
で
あ
っ
た
。

復

員

青
島
集
結
の
大
隊
は
、
昭
和
二
十
一
年
一
月
二
十
三
日
、

白
馬
集
結
地
を
出
発
、
二
十
日
分
の
糧
食
を
携
行
、
青
島

乗
船
地
に
移
動
し
た
。
済
南
―
王
村
の
六
十
一
キ
ロ
は
鉄

６



道
（
無
蓋
貨
車
）、
王
村
か
ら
青
島
の
二
百
三
十
キ
ロ
は

徒
歩
行
軍
（
鉄
道
破
壊
の
た
め
）
と
な
る
。

膠
済
線
沿
線
に
集
結
し
て
い
た
日
本
軍
の
各
部
隊
は
既

に
青
島
に
移
動
済
み
で
あ
り
、
沿
線
各
地
は
八
路
軍
、
国

府
雑
軍
が
交
錯
し
て
占
拠
し
、
昭
和
二
十
一
年
一
月
十
五

日
、
既
に
国
共
停
戦
協
定
に
よ
り
停
戦
の
筈
で
あ
っ
た
が
、

国
共
内
戦
が
続
行
さ
れ
、
戦
闘
が
終
了
す
る
ま
で
行
軍
を

中
止
し
た
日
も
あ
り
、
止
む
無
く
宿
営
北
側
で
露
営
し
た

沿
線
各
地
は
匪
賊
化
し
、
暴
民
の
略
奪
、
暴
行
等
が
頻
発

し
た
が
、
八
路
軍
は
行
軍
の
梯
団
の
各
所
に
護
衛
兵
を
配

置
、
行
軍
の
安
全
に
努
め
た
。

昭
和
二
十
一
年
一
月
三
十
一
日
夕
刻
、
大
隊
は
宿
営
予

定
地
の
高
密
県
高
密
（
葉
た
ば
こ
工
場
）
に
到
着
前
に
日

没
と
な
り
、
夜
陰
に
乗
じ
て
当
地
に
駐
屯
し
て
い
た
国
府

雑
軍
の
略
奪
に
遭
い
、
遺
骨
、
復
員
書
類
等
を
確
保
し
た

の
み
で
、
長
路
携
行
し
た
被
服
、
糧
食
、
飯
盒
等
に
い
た

る
ま
で
略
奪
さ
れ
る
と
い
う
大
被
害
に
あ
っ
た
。

厳
寒
の
折
で
あ
る
が
安
全
を
優
先
し
路
上
泊
を
選
択
す

べ
き
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
一
年
二
月
一
日
夕
、
青
島
市
郊
外
の
「
日
軍

集
中
営
」
に
到
着
、
同
二
月
七
日
、
米
海
軍
の
Ｌ
Ｓ
Ｔ
に

乗
船
、
青
島
港
を
出
帆
、
折
か
ら
の
玄
界
灘
の
荒
海
を
難

航
し
、
同
年
二
月
十
二
日
、
長
崎
県
佐
世
保
港
に
上
陸
、

元
海
軍
の
佐
世
保
海
兵
団
に
宿
泊
、
二
月
二
十
日
、
復
員

完
結
す
る
。

私
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
初
年
兵
教
育
三
カ
月
、
済

南
で
無
線
教
育
で
昭
和
二
十
年
六
月
一
杯
ま
で
受
け
た
。

昭
和
二
十
年
七
月
、
平
原
の
中
隊
の
分
遣
隊
が
八
路
軍

の
攻
勢
を
受
け
、
大
隊
長
指
揮
の
下
に
か
な
り
大
掛
か
り

な
討
伐
作
戦
が
行
わ
れ
、
無
線
も
二
局
作
る
の
で
初
年
兵

二
人
も
連
れ
て
行
く
と
の
こ
と
で
し
た
か
ら
私
も
志
願
し

て
戦
闘
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
古
年
兵
一
人
、

初
年
兵
二
人
で
一
局
、
小
型
無
線
機
を
携
行
し
て
参
加
し

ま
し
た
。

粟
畑
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
落
花
生
、
西
瓜
畑
が
戦
闘
場

所
で
、
早
朝
か
ら
夕
方
六
時
ご
ろ
で
終
了
し
ま
し
た
。
そ

し
て
中
隊
広
場
で
大
隊
長
の
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

中
隊
長
、
小
隊
長
か
ら
戦
果
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま

７



し
た
。

私
た
ち
の
無
線
機
に
つ
い
て
も
、
古
年
兵
が
人
員
、
機

材
、
共
に
異
常
あ
り
ま
せ
ん
と
報
告
し
ま
し
た
。

北
支
の
七
月
は
暑
く
、
三
〇
度
は
連
日
で
す
。
戦
闘
の

合
間
の
小
休
止
は
西
瓜
畑
で
し
た
。
布
施
中
隊
長
が
私
の

顔
を
覚
え
て
お
ら
れ
、
無
線
も
こ
こ
に
き
て
西
瓜
を
食
べ

る
よ
う
に
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
優
し
い
小
隊
長

も
、
そ
の
後
の
平
原
県
崔
家
坊
で
壮
烈
な
戦
死
を
さ
れ
ま

し
た
。
終
戦
後
の
昭
和
二
十
年
十
月
で
し
た
。

終
戦
の
報
は
、
正
式
で
は
な
く
、
無
線
の
下
士
官
が
皆

に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
昭
和
二
十
年
十
一
月
に
な
り
、
徳
県
駅
西
の
元

軍
人
会
館
で
部
隊
全
員
の
演
芸
会
が
盛
大
に
催
さ
れ
、
そ

の
後
鉄
道
警
備
戦
で
全
員
玉
砕
（
平
原
県
村
荘
）
の
税
所

中
尉
殿
の
「
血
煙
荒
神
山
」
の
吉
良
の
仁
吉
役
の
芝
居
は

見
事
で
し
た
。

徳
県
県
城
は
煉
瓦
造
り
で
高
さ
十
五
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
、

東
西
南
北
に
門
が
あ
り
、
上
に
二
層
の
楼
閣
が
あ
り
、
徳

県
周
辺
は
冬
は
寒
く
零
下
一
五
度
ぐ
ら
い
に
な
り
、
夏
は

暑
く
三
五
度
に
な
る
と
い
う
。

水
田
は
少
な
く
、
粟
畑
が
多
い
。
現
地
民
は
粟
粥
が
常

食
、
西
瓜
は
丸
く
な
く
横
長
の
枕
状
で
大
き
く
、
甘
さ
は

日
本
の
も
の
に
比
し
少
し
劣
る
。

青
州
（
益
都
）
は
瓜
の
産
地
、
駅
ホ
ー
ム
で
売
っ
て
い

る
と
聞
い
た
。
徳
県
の
南
に
臨
清
が
あ
り
、
北
支
綿
花
の

集
散
地
、
こ
こ
よ
り
済
南
ま
で
運
河
が
あ
り
、
こ
の
運
河

で
済
清
に
綿
花
を
輸
送
し
て
い
る
と
言
う
。

復
員
後
、
郷
里
で
精
米
所
を
や
り
、
食
料
不
足
の
と
き

で
も
あ
り
、
毎
日
忙
し
く
繁
盛
し
ま
し
た
。
昭
和
四
十
三

年
ご
ろ
か
ら
コ
ロ
ン
写
真
工
業
社
（
本
社
は
稲
城
）
の
山

梨
工
場
の
役
員
、
ま
た
山
梨
コ
ロ
ン
�
の
取
締
役
な
ど
を

勤
め
ま
し
た
。

今
で
も
折
に
ふ
れ
て
「
北
支
派
遣
軍
の
歌
」「
大
黄
河

の
歌
」
を
口
ず
さ
ん
で
お
り
ま
す
。

北
支
派
遣
軍
の
歌

み
い
ず
の
も
と
に
、
ま
す
ら
お
が

一
死
を
誓
ふ
み
い
く
さ
に

堂
々
進
む
旗
風
に

威
は
中
原
を
圧
し
つ
つ
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厳
た
り
北
支
派
遣
軍

大
黄
河
の
歌

楊
柳
青
く
芽
を
ふ
き
て

頬
に
そ
よ
吹
く
春
の
風

水
の
流
れ
も
緩
や
か
に

春
訪
れ
し
大
黄
河

万
年
初
年
兵
の
戦
争
体
験
記

福
岡
県

金

子

久

男

福
岡
県
三
門
郡
三
橋
村
磯
鳥
で
大
正
十
四
年
七
月
二
十

日
出
生
、
昭
和
四
十
（
一
九
六
五
）
年
ま
で
こ
こ
に
住
み

ま
し
た
。

一
歳
の
誕
生
日
少
し
前
、
麻
疹
を
病
み
、
そ
の
高
熱
の

た
め
左
目
失
明
、「
ヒ
ー
ガ
ラ
（
斜
眼
）」
と
か
「
メ
ッ
チ

ョ
（
盲
）」
と
笑
わ
れ
、
ま
た
悪
口
を
言
わ
れ
て
苛
め
ら

れ
ま
し
た
。
私
よ
り
年
上
や
喧
嘩
の
強
い
者
が
、
私
に
対

し
て
苛
め
や
悪
口
を
言
う
こ
と
に
気
が
付
き
、
よ
し
誰
と

喧
嘩
し
て
も
負
け
な
い
よ
う
に
な
れ
ば
笑
い
者
に
な
ら
ず

に
す
む
と
考
え
て
、
私
は
小
身
、
非
力
で
し
た
の
で
、
喧

嘩
道
具
を
持
っ
て
の
喧
嘩
と
な
り
、
怪
我
を
す
る
者
も
出

る
始
末
で
、
そ
の
凄
さ
に
恐
れ
て
、
悪
口
を
言
う
者
は
無

く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
三
橋
校
開
校
以
来
の
悪
さ
坊
主

に
な
り
ま
し
た
。

父
母
姉
妹
、
家
族
四
人
が
心
配
し
て
く
れ
ま
し
た
。
父

９
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